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新たな旅のスタイル、ワーケーションの推進に向けて

 現在、新たな旅のスタイル、ワーケーション推進の担い手は、観光産業（旅行代理業、
宿泊業、運輸業）、デベロッパー、自治体などである。意欲ある事業者等はすでにワー
ケーションプランの提案、誘致活動を行っている。

 ターゲットは企業、個人双方。前者は一部の先進企業を除いてニーズが顕在化してい
るとはいえない。後者は所属企業の制度に依存し、働く場所の選択が可能であれば、さ
まざまなプランを活用する可能性がある。今後は若年層(例えばオンライン授業を受講
する大学生など）も取り込み、様々な地域で学び、働き、社会活動を行うなどのライフ
スタイルも考えられ、政策の後押しも期待される。

 今後、この流れを着実に進めていくには、多様なプレイヤーとの連携により、各地域資源
の魅力・アイデンティティを再確認し、有効な発信を行うことが重要である。また、都市
圏と地方圏の接点づくりを踏まえた「おためしワーケーション」、地元企業との交流や副業
人材の活用のしくみづくりなどもポイントとなる。
各施設の運営にあたっては、安全・安心の環境整備（感染予防、抗菌、アルコール消
毒、非接触型スマートロックなど）が選択される要件となってくる。

 業態転換を余技なくされた企業の在籍型出向（雇用シェア）は、官と民、都市と地域
の人材・仕事の交流をもたらし、地域活性化の起爆剤となる可能性がある。

 今後は、地方創生コーディネータの確保・育成、都市と地方の交流イベント開催、 都
市と地方のビジネスマッチングなど「ソフト面」に軸足を置き、持続可能な都市と地域の
交流づくり、地方におけるイノベーション創出につなげていくことが期待される。
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静岡県における新たな旅のスタイル、
ワーケーションの事例
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✓ 静岡県 熱海市、下田市、伊東市、
静岡市

✓ 産官学協働プロジェクト
しずおか中部連携中枢都市圏地域
課題調査の取組み



各自治体で関心が高まるワーケーション
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 会員自治体は172（１道20県151市町村）（2021.3.3現在）設立時
（2018.11）と比べて1年強で約2.5倍に増加

 静岡県では、静岡市、浜松市、下田市、御前崎市、南伊豆町が加入。

出典：ワーケーション自治体協議会＜https://www.facebook.com/WorkationAllianceJapan/＞



 2020年、ふるさと回帰センター窓口相談者が選んだ移住希望地は
1位：静岡県、2位：山梨県、3位：長野県

 リモートワークにより転職しない移住が実現。「1年以内の移住」希望が前年よ
り6.1ポイント増加。

移住希望地ランキング：静岡県が1位に

5出典：認定NPO法人ふるさと回帰支援センター（https://www.furusatokaiki.net/topics/ranking_2020/）

移住希望地ランキング（2020）



【賀茂地域】『ふじのくにフロンティア推進エリア』第2次認定

 世界レベルの地域資源の中で、豊かに働き・暮らし・遊ぶ『伊豆‘ｓライフスタイ
ル』創造エリア（下田市・東伊豆町・河津町・南伊豆町・松崎町・西伊豆町）が
設定される。

6出典：静岡県「ふじのくにフロティアを拓く」ホームページ

⚫ 関係人口の創出による地域経済の活性
化

➢ ワーケーション、テレワーク、サテライトオフィ

スの誘致や拠点整備を推進

⚫ 新たなワーケーションスタイルの提案

➢ 来訪者と地元企業・人材等との交流機会を創出

するとともに、コーディネート機能を充実させ、地域

課題解決型ワーケーションを推進

➢ 施設の相互利用、連携した情報発信、活動団体

のネットワーク化を等実施

⚫ 地域教育の場の創出

⚫ 観光型MaaSとの連携による地域活性化

⚫ ドローン技術を活用した地域課題の解決

ふじのくにフロンティア推進エリア
『伊豆‘ｓライフスタイル』創造エリア



Work×ation Site 熱海 「Work ×ation プロジェクト」第3弾
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 三菱地所株式会社と株式会社ホテルニューアカオは、静岡県熱海市でホテルニューアカ
オが運営する「アカオリゾート公国※（以下、「アカオリゾート」 ）」において、ワーケーショ
ンオフィス「WORK×ationSite 熱海」を 2021 年 5 月に開業予定。

出典：三菱地所ニュースリリース2021.03.03（https://www.mec.co.jp/j/news/archives/mec210304_workxation_site_atami.pdf）

「アカオリゾート」内にて実施可能なチームビルディング向けアクティビティ例



下田市

8出典：下田市 Commons（https://city.shimoda.shizuoka.jp/category/090100workation/148236.html）

下田市は、テレワークを利用して、地方において「仕事＋休暇、地域体験等」を
行う「ワーケーション」のメッカづくりに取り組んでいる。

まちなかで気軽に「仕事」ができる場所として、新たに2か所に公設の『まちなか
ワークスポット』（下田市民文化会館、道の駅開国下田みなと）を開設した。



下田市：Living Anywhere Commons

9出典：LivingAnywhere Commons（https://livinganywherecommons.com/）、Prtimes（https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000108.000033058.html）

下田市は、テレワークやワーケーションなどの新しい働き方・生き方の推進ととも
に、空き家等の有効活用や域産業の発展を目指し、株式会社LIFULLと地域
活性化連携協定を締結し、ワーケーション施設を開設。

 本協定に基づく協力事項

(１)空き家等の有効活用、マッチング等に関すること。

(２)働き方改革を目指す都市部企業及び人材に向けた

ワーケーション等の機会を創出すること。

(３)関係人口構築に向けた魅力的な地域コンテンツ作り

に関すること。

(４)その他地域活性化に関すること。

 主な取組み

(１)セミナー等の啓発活動を含めた空き家等の利活用に

関する事業提案

(２)都市部企業及び人材に向けたワーケーションを受け

入れるイベントの実施

(３)地域の企業、団体及びプロジェクトと都市部人材を

マッチングする機会の創出

(４)その他空き家等を活用した事業の創出支援

造船会社の社員寮を活用したレジデントスペースエントランス



下田市：WORK×ation Site伊豆下田 「Work ×ation プロジェクト」第4弾
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 三菱地所株式会社と静岡県下田市は、同市所有の指定文化財「下田御番所跡※1」
に建つ旧樋村医院（築55 年、3 階建て、延床面積約 275 ㎡）を三菱地所が賃借
してリノベーションを行い、ワーケーションオフィス「WORK×ation Site 伊豆下田」とし
て 2021 年夏にグランドオープン予定。

出典元：三菱地所ニュースリリース2021.03.09（https://www.mec.co.jp/j/news/archives/mec210309_workxation_site_izushimoda.pdf）

WORK×ation Site伊豆下田のイメージ オーシャンビューの立地



静岡市：テレワーク移住のポテンシャル

11資料：静岡市役所



静岡市 お試し体験事業
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出典：ワーケーション実践ガイド（https://www.travelvoice.jp/workation/20210207-1620/）、静岡市（https://www.city.shizuoka.lg.jp/805_000001_00119.html）、

静岡生活（https://shizuoka-seikatsu.jp/slifewp/wp-content/uploads/2019/07/102abda303ac992a9654e4dce076b435.pdf）

 テレワーク、ワーケーション利用の促進を加速させるため、実質自己負担なしの体
験キャンペーンを行っている。

 「何かあったらすぐ東京に行ける」距離という交通の利便性を軸として同市の魅力
を発信し、個人向けのテレワーク体験や法人の地方進出向け助成を行っている。

企業向け：「Move Toしずおか」

⚫対象：静岡市進出を検討する県外企業

⚫補助：1カ月分のシェアオフィス賃料、

30日×2人分の宿泊費（日額7,200円まで）

往復交通費×2人分（1人あたり12,000円ま

で）

⚫期間：2020年11月1日～2021年3月31日

個人向け：「静岡市お試しテレワーク体験事業」

⚫ 対象：静岡県外の個人・企業社員で、静岡市でのテレワークを

1日～1週間程度希望する人

⚫ 補助：指定のシェアオフィス・コワーキングスペースの利用料

（1回あたり4,000円まで）、

宿泊費（1泊あたり8,500円まで）、

静岡までの旅費（12,000円※新幹線または高速バスまで）

さらに、ワーケーション体験料が1万円補助される。

⚫ 期間：2020年7月1日～2021年2月28日

※予算が上限に達した時点で終了



静岡市：地域おこし協力隊の活用（2020年10月～）

13資料：静岡市役所



静岡市 開発が進む多様なワーケーションエリア

14資料：静岡市役所
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静岡市 東京WeWorkでさまざまな企業とコラボレーションを実施

資料：静岡市役所を元に小豆川が加筆修正

 静岡市は自治体ではじめて、全世界で展開する東京のコワーキングスペースWeWorkに
進出。現在は16の自治体が進出。

 シティプロモーションの強化と市内起業の支援をめざし、イベント開催や入居企業とのコラ
ボレーションを実施。2018年10月の入居から３カ月で150社と面談。

「テレワーク・デイズ」期間中は静岡市で「ワーク・ライフ・
チェンジ」しよう！（シズオカナイトVol2.）』
<2019.6.19夕刻 東京WeWorkにて>

)



静岡市 産官学協働プロジェクト例
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企業の移転、移住、お試しテレワークのためのコワーキングスペースの利用促進冊子の制作

 2019年度「しずおか中部連携中枢都市圏地域貢献事業」において、市内コワーキングス
ペースを学生が取材して特徴を整理し冊子を制作。2020年度は周辺飲食等施設紹介
を実施。

 移住促進センター、民間コワーキングスペースにて配布。


